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 　東京光の家 光バンド

ひのしみん
交流

コンサート

光バンドは、⽇野市旭が丘にある社
会福祉法⼈東京光の家で⽣活する視
覚障害と他の障害を併せ持つ、盲重
複障害(もうちょうふくしょうがい)
を持つ⼈で構成するバンドです。東
京光の家のSDGs⽀援事業として⼈
や国の不平等をな
くそう・地域共⽣
社会の実現に向け
た取り組みの中で
⾏っております。

（お問い合わせ） 日野市ボランティア・センター　TEL 042-582-2318 （平日8：30～17：15）

公演１ 開場�13：30�/�開演�14：00
公演２ 開場�15：00�/�開演�15：30

2025

2⽉11⽇（⽕･祝）

【⼊場料】 無料

【申 込】 不要

【定 員】 各回�80⼈

共催�イオンモール多摩平の森 / ⽇野市ボランティア・センター

【光バンドP r o f i l e 】
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※公演１・２で選曲に違いがあります。

【会 場】 イオンモール多摩平の森�3階イオンホール 

スペシャルゲスト参加予定

※直接ご来場してください。
※公演1が定員になりましたら公演2をご案内します。



もっとボランティア
情報が⾒たい⽅は
こちらのQRコード
をお読みください。

１⽉２３（⽊）
①１３：３０∼１４：１５（個別相談）
②１４：３０∼１５：１５（個別相談）

会場：福祉⽀援センター（⾼幡1011）

内 容：ボランティアインフォメーションを
    配布希望されている個⼈宅・施設に
    インフォメーションを配布するボラ
    ンティアです。
配布先：①指定の場所へ配布（地域応相談）
    ②あなたの散歩コース付近（⾃由配布）
配布時期：毎⽉⽉末∼⽉初にかけて
条 件：上記の時期にインフォメーションを       
    受取りに来られる⽅
受取場所：⽇野事務所（⽇野本町7-5-23）
     ⾼幡事務所（⾼幡1011）
問合せ先：042-582-2318

スマホ講座日程表

１⽉２７⽇（⽉）
①１１：００∼１２：００（スマホ体験会）
②１３：３０∼１４：１５（個別相談）
③１４：３０∼１５：１５（個別相談）
会場：中央福祉センター（⽇野本町7-5-23）

※2ヶ月連続の申込・同月複数回の申込不可
※個人情報や料金に関わる相談は対応できない場合あり

100回同じこと聞いても怒られない
スマホ講座の情報はこちら

【申込先】⽇野市ボランティア・センター☎042-582-2318

無料・完全予約制

もっとお近くの場所でも
開催されてるかも！？

※予約が必要な場合がありますので
下記までお問い合わせください。

最新ボランティア情報　　最新ボランティア情報　　

内 容：⾞椅⼦の⽅でも⼀緒に出来る
    リズム体操などをして下さる
    ⽅を探しています。
活動先：⾵のガーデン
    （⽇野市程久保8-5-5）
頻 度：2か⽉に1回 20∼30分程度

⾼齢者施設で⼀緒に体操を
やってくれる⽅

問合せ先：⽇野市ボランティア・センター☎042-582-2318

内 容：京王の移動販売で買い物しても持ち
������������帰ることが難しい⾼齢者の代わり、
������������買い物袋を持って家まで運んでくれ
������������る「持ち帰りボランティア」を募集！

平⼭・⻄平⼭付近で買い物⽀援！
⾼齢者の⽅が困ってます💦

随時募集
ボランティア

活動先：①平⼭2-11-15（おおさわ公園）

    ②平⼭3-33-9（やと公園）

    ③⻄平⼭2-9-9（さいかちぜき公園）

⽇ 時：①毎週⽕・⽊ 11：00∼11：25

    ②毎週⽉・⽔ 11：50∼12：15

    ③毎週⽕・⽊ 11：50∼12：15



活動団体紹介コーナー

開室⽇は毎週⼟曜⽇の16時30分から19頃まで、万願寺
駅近くの新井地区センターで開かれています。

ひのぅ紹介
ページ

⼦どもの居場所と学習⽀援を⾏っているとまり⽊は、
親戚のようなゆるく温かい繋がりが感じられる場所で
⼦どもと⼤⼈が共に⽀え合う関係を築かれています。

“とまり木“
居場所＆無料塾

詳細は右記のQRコードから！
ご関⼼のある⽅は、ボランティアセンターま
でお気軽にお問い合わせください(^^♪

⼩学⽣は宿題をしたり、皆で遊んだり。中⾼⽣はボラ
ンティアさんと⼀緒に勉強したりしています。毎週開
かれていますが、来れる時、⾏きたい時にふらっと訪
れることが出来る雰囲気が魅⼒です。



日野市社会福祉協議会　日野市ボランティア・センター　
住所：日野市日野本町7-5-23　TEL：042-582-2318
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誰もが住みやすい豊かなまちを目指して、日野市内外で輝く「まちづくり人」を紹介します。
あなたもきっと「まちづくり人」！
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まちづくり人 コラムリレー

猫を飼い始めたので猫用の備蓄も早急に揃えたい
と思っている今日この頃。先日人間用のトイレと
食品のストックを買い直した時には既に物を置く
所がなくて難儀しました。年末年始に掃除をして
なんとか場所を確保せねば…（伊東直樹）

正月2日は「稲荷町のお寺へお墓参り～浅草寺初詣
～尾張屋でお蕎麦と天丼」が我が家の恒例行事で
す。子供達もこの日だけは用事を入れず一緒に行
きます。昔は天丼目当て、今は天丼半分/中村家恒
例行事と認識。年に３回のお墓参りは子供達の代
になっても継続してくれるかしら？（中村康子）

早いもので、ボランティアセンターに配属されて
１年が経ちました。多くの方と出会い、数えきれ
ないほどの想いを受け取った日々を忘れず、一層
力入れて頑張ります！私が担当している活動団体
紹介コーナーもぜひご覧くださいm(__)m
(橋谷優希）

被災した石川県志賀町の仮設住宅に暮らす方へ
のクリスマス企画を行うにあたり、短期間にも
関わらず多くの方にご寄付やボランティアでご
協力いただきました。みなさまの温かいお気持
ちをお預かりして、お届けすることができまし
た。次号でご報告いたします。（宮崎雅也）

日野市内の高校で語り部
をしている様子
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